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教師 0% 67% 33% 0% 2.7

児童 64% 36% 0% 0% 3.6

保護者 43% 57% 0% 0% 3.4

教師 0% 100% 0% 0% 3.0

児童 100% 0% 0% 0% 4.0

保護者 57% 43% 0% 0% 3.6

教師 50% 50% 0% 0% 3.5

児童 82% 18% 0% 0% 3.8

保護者 86% 14% 0% 0% 3.9

教師 0% 100% 0% 0% 3.0

児童 55% 18% 18% 9% 3.2

保護者 29% 57% 0% 14% 3.0

教師 67% 33% 0% 0% 3.7

児童 73% 27% 0% 0% 3.7

保護者 14% 57% 14% 14% 2.7

教師 0% 100% 0% 0% 3.0

児童 83% 17% 0% 0% 3.8

保護者 43% 43% 14% 0% 3.3

教師 67% 33% 0% 0% 3.7

児童 100% 0% 0% 0% 4.0

保護者 71% 29% 0% 0% 3.7

教師 0% 50% 50% 0% 2.5

児童 83% 17% 0% 0% 3.8

保護者 43% 29% 29% 0% 3.1

教師 0% 67% 17% 17% 2.5

児童 91% 9% 0% 0% 3.9

保護者 43% 57% 0% 0% 3.4

教師 0% 50% 50% 0% 2.5

児童 25% 33% 42% 0% 2.8

保護者 43% 57% 0% 0% 3.4

教師 33% 67% 0% 0% 3.3

児童 58% 25% 0% 17% 3.3

保護者 17% 50% 33% 0% 2.8

教師 50% 50% 0% 0% 3.5

児童 100% 0% 0% 0% 4.0

保護者 29% 43% 29% 0% 3.0
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体育科学習において、児童の運動への興味･関心を高めるこ

とで運動に親しむ態度を育て、体力向上につなげることをね

らっている。今後も、合同体育や学年体育の効果的な在り方

を協議しながら、体育科学習の充実を図る。

毎月の身体計測や避難訓練などを通して、児童の健康や安

全に対する意識の高揚を図ってきた。また、避難訓練におい

ては、従来の在り方を見直し、教師自身が、緊急事態に対す

る対応の在り方を熟知するように改善した。今後も、同様の

取組を継続していく。

今年度、地域の行事等を従来の形で実施できるようになっ

た。児童や教師も計画的に参加できるように、地域との連携

を密にし、積極的に参加できるように、保護者や地域の方々

と協力しながら、行事の在り方を改善していく。

学校便りやホームページ、村報、学級通信などで発信してい

る。今後も継続して取り組むと共に、あらゆる方法で発信して

いることを伝えていくようにする。

【評価】　　　４　よい　　３　おおむねよい　　２　あまりよくない　　１　よくない
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具体的な成果及び今後の方策

本年度、主題研究で「主体的な学びの充実」を中心に取り

組んだ。次年度以降も、主題研究を中心とした研修や実践を

通して、主体的・対話的で深い学びの具現化を図る。

毎月の悩みアンケートや教育相談、すこやか委員会を通して

児童の様子を共有している。また、通級指導教室やエリア

コーディネーター、村教育委員会等の関係機関と連携しなが

ら支援の充実を図っている。

総合的な学習の時間(わくわく学習)において、諸塚村や荒

谷小学校校区内の文化や産業等をテーマとした学習に取り

組んでいる。地域の方々を招いた学習発表会で、諸塚のよさ

を発信することを目標として取り組んでいる。

お気に入りの本を友達に紹介する｢こんな本読んだよ」や読

書の時間を通して習慣化を図っている。また、学期ごとに多

読賞を発表しながら、意欲の高揚を図っている。

日々の学習や家庭学習において、観察や考えの比較、教材

の提示等で活用している。調べ学習では、知り得た情報の取

り扱いや学習をまとめる資料での活用について指導してき

た。

すこやか委員会を中心に児童の様子を把握し、適切な指導

について、職員で共通理解している。全校児童での活動が

多いので、異学年との関わり方や昼休み等の言葉遣いなど、

職員が気付いた時に、随時声かけをしていくようにしている。

コロナ禍による制限が緩和された中、従来の形で様々な活

動が展開された。その際、従来の実施方法を見直し、児童や

地域の方々にとって、より交流が深まる活動の在り方に改善

しながら実施してきた。今後も、地域の方々の声も取り入れな

がら、改善を図る。

学級での指導を中心に、あらゆる場面であいさつや廊下歩

行など指導してきた。特に、気になるものはないが、あいさつ

や返事など日常的なものは、日々の指導を根気強く行い、更

なる定着を図っていく。
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